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次期テストベッドJGN-Xの構成と特徴（想定）

１ 構成

●コア回線 ：札幌-仙台(1G)、仙台-東京(10G)、東京-大阪(40G×2)、東京-名古屋(40G)、名古屋-大阪(40G)、東京-金沢
(10G)、金沢-大阪(10G)、大阪-岡山-広島-福岡(10G)

●アクセス回線：NICT鹿島(10G東京接続)、NICT白山（10G東京接続）、NICT横須賀(10G東京接続)、NICT北陸(10G金沢接
続)、NICTけいはんな(10G大阪接続)、NICT神戸(1G大阪接続)、東北大(10G仙台接続)、つくば(1G東京接続)、
東京大(10G東京接続)、大阪大(10G大阪接続)、九大(10G福岡接続)、九工大(10G福岡接続)

●国際回線 :日-米（10G）、 日-韓国(10G)、日-香港(10G)、香港-シンガポール(2.4G)、シンガポール-タイ(622M)

●光テストベッド回線：NICT小金井本部- NICT大手町-NICT白山

２ 特徴

●各種プラットフォームサービス実現に向けた環境の実装
－仮想化ノード
－分散環境実験プラットフォーム（PlanetLab）
－ネットワーク計測機器（perfSONAR） 等

●先端通信制御機器の実装
－DCN（Dynamic Circuit Network）用スイッチ
－Openflowスイッチ
－光パス・パケット統合ノード（プロジェクト期間内の実装） 等

●長距離対応型光伝送実験環境

●各種テストベッドとの連携（ワイヤレステストベッド、StarBED）

（注）アクセス回線は、NICTの主要拠点及び新世代ネットワークの研究連携環境として不可欠なものを除いて、原則、全廃。
ただし、特別枠の評価（政策コンテスト等）の結果を受け、追加設置の可能性も含め、継続検討。

新世代ネットワーク技術
（光パス・パケット技術、仮
想化ネットワーク技術、
ネットワーク統合運用基盤
技術等）の実現とその展開
にフォーカスした研究開発
用テストベッド
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JGN-X移行スケジュール（想定）

JGN-Xの構築
予算要求

ﾈｯﾄﾜｰｸ（回線調達等） 利用手続き
JGN2plus終了

１０月

１１月

１２月

１月

以降

▲入札公告（50日以上）

・利用手続きのｱﾅｳﾝｽ

・研究申込書・接続申込書の

受付

・共同研究契約(4/1～)

▲政策コンテスト

(11/10終了）

AP設置場所の整理
検討開始

▲来年度予算
閣議決定

・node,AP設置箇所確定
のｱﾅｳﾝｽ

・接続装置の設置・保管契

約の締結

・APへの機器の設置

・ﾈｯﾄﾜｰｸの設定等

▲入札期限

▲開札・契約

予算状況を踏ま
えた研究公募、
追加回線調達等

▲JGN2plus終了

JGN-X移行ｱﾅｳﾝｽ(10/5)

▲JGN2plus一般利用
成果の調査（作業発注）

▲一般利用成果のまとめ
▲ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑの開催(1/27)
(テストベッドWG共催)

作業工程の作成・決定

2月以後撤去・移転
作業の開始

回
線
調
達
（最
速
の
も
の
）

▲特別枠パブリックコ
メント募集中(10/19
終了）

▲テストベッドWG（12/3）
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▲ AP設備の転用調査

（11/19締切）


